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原
発
利
益
優
先
の
安
倍
政
権

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

を
経
た
今
も
、
福
島
第
一
原

発
事
故
の
原
因
は
明
ら
か
に

な
ら
ず
、
被
災
地
で
は
16
万

人
以
上
が
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
安

倍
政
権
は
原
発
再
稼
働
・
原

発
輸
出
な
ど
利
益
優
先
の
政

策
を
と
り
つ
づ
け
、
住
民
の

暮
ら
し
・
命
は
置
き
去
り
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
14
日
未
明
に
発
生
し

た
熊
本
大
地
震
の
余
震
が
い

る
こ
と
。
○
○
○
○

馬
食

❾�

困
難
を
打
ち
破
る
こ

と	

��

両
方
の
足
が
同
時
に

地
面
か
ら
離
れ
て
は

い
け
な
い
陸
上
競
技

��

「
あ
な
た
の
お
名
前

は
？
」「
佐
藤
で

す
」「
鈴
木
で
す
」

��

手
作
業
の
農
機
具
の

代
表
、
鋤
（
す
き
）

と
○
○

��

要
領
、
○
○
を
つ
か

む	

�

⇔

源
氏

��

盗
撮
と
も
い
う
違
法

行
為

　

４
月
号
の
答
え
は

「
な
く
そ
う
ぶ
ら
っ
く

き
ぎ
ょ
う
（
な
く
そ
う

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
）」
で

し
た
。
応
募
数
は
ハ
ガ

キ　

42
通
、
メ
ー
ル
64

通
、
合
計
１
０
６
通
で

し
た
。
次
の
10
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

粟
野
文
枝
（
全
国
一

般
）、
池
上
妙
子
（
大

教
組
）、
磯
尾
美
和

（
生
協
労
連
）、
尾
形

論
（
金
融
労
連
）、
小

田
雄
史
（
自
交
総

連
）、
鹿
谷
由
美
子

タ
テ
の
カ
ギ

❶
平
ら
な
石
を
敷
き
詰

め
た
道	

❷
マ
チ
ュ
・
ピ
チ
ュ
で

知
ら
れ
る
滅
び
た
南

米
の
帝
国

❸
さ
さ
く
れ
た
木
材
に

さ
わ
る
と
指
に
さ
さ

る
❹
ト
ン
ネ
ル
の
日
本
語

表
記	

❺
出
る
と
打
た
れ
る
の

は
何
？

❻
面
目
。
○
○
○
が
立

た
な
い

�
こ
の
子
は
祖
母
の
若

い
こ
ろ
に
そ
っ
く

り
。
ま
る
で
○
○
○

○
○
だ	

�
三
時
と
五
時
の
中
間

�
南
半
球
は
南
緯
、
北

半
球
は

�
前
も
っ
て
告
げ
知
ら

せ
る
こ
と

�

⇔

洋
式

�
救
急
患
者
の
力
強
い

味
方
、
ド
ク
タ
ー
○

○
ヨ
コ
の
カ
ギ

❶�

「
全
て
良
い
こ
と
ば

か
り
」
と
い
う
意
味

の
表
現

❼�
○
○
実
、
○
○
相
、

○
○
理

❽�

あ
き
れ
る
く
ら
い
た

く
さ
ん
飲
み
食
い
す

「
パ
ズ
ル
」の

応
募
方
法
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ヒ
ン
ト　

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ

組合員募集中
お得な情報いっぱいのホームページに是非！一度アクセスしてみて下さい！！

新築・増改築・リフォーム・住まいの相談は

お気軽にお電話ください！！
０１２０-５０２-３９１に

出
題
＝
樽
谷　

利
浩

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

い
た
の
が
藩
に
大
金
を
貸
し

付
け
て
利
息
を
巻
き
上
げ
、

宿
場
復
興
さ
せ
る
と
い
う
奇

策
で
し
た
。　

　

ひ
と
つ
間
違
え
る
と
打
ち

首
に
な
り
か
ね
な
い
策
で
す

が
、
十
三
郎
は
宿
場
の
名
士

た
ち
を
次
々
と
説
得
し
て
仲

間
に
。
本
当
に
あ
っ
た
庶
民

の
話
。
さ
て
こ
の
奇
策
が
功

を
奏
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
劇
で
は
初
主
演
と
な

る
阿
部
サ
ダ
ヲ
ほ
か
、
瑛

太
、
妻
夫
木
聡
、
竹
内
結

子
、
松
田
龍
平
、
き
た
ろ

う
、
西
村
雅
彦
、
草
笛
光

子
、
山
崎
努
な
ど
の
人
気
俳

優
た
ち
が
共
演
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
仙
台
出
身
の

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
タ
ー
羽
生

結
弦
が
伊
達
藩

の
殿
さ
ま
に
扮

し
た
名
演
技
？

も
話
題
で
す
。

現
在
上
映
中
。

上
映
時
間
は
１

２
９
分
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
釘
付
け

の
、
よ
く
で
き
た
作
品
で

す
。
原
作
が
、
数
年
前
に
ヒ

ッ
ト
し
た
「
武
士
の
家
計

簿
」
で
知
ら
れ
る
歴
史
家
・

磯
田
道
史
に
よ
る
も
の
と
聞

い
て
納
得
で
す
。

　

江
戸
中
期
の
仙
台
藩
の
領

内
に
あ
る
宿
場
町
、
藩
の
財

政
難
か
ら
民
衆
に
重
税
が
課

さ
れ
破
産
や
夜
逃
げ
が
相
次

い
で
い
ま
し
た
。
厳
し
い
年

貢
の
取
り
立
て
や
、
宿
場
の

労
役
で
人
々
が
困
窮
し
、
町

も
さ
び
れ
て
い
く
始
末
。

　

造
り
酒
屋
の
穀
田
屋
十
三

郎
は
、
町
一
番
の
知
恵
者
で

あ
る
茶
師
・
菅
原
屋
篤
平
治

に
相
談
。
篤
平
治
が
考
え
付

ビンボー庶民の奇想天外のアイデア
殿、利息でござる！

【とき方】二重カッコをアル
ファベット順に並びかえてく
ださい。あらわれた言葉・成
句・詩歌が答えです。
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（
交
野
市
職
労
）、
原
田

雄
一
（
福
祉
保
育
労
）、

松
葉
義
尋
（
年
金
者
組

合
）、
山
中
妙
実
（
東
大

阪
市
職
労
）、
吉
田
眞
紀

（
化
学
一
般
）

原
発
な
く
そ
う
！
再
稼
働
NO
！

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を

維
新
政
治
に
痛
打
を

原発はいらない暴走政治ストップ

独
裁
政
治
は
許
さ
な
い

い
ま
も
危
険
な
お
お
さ
か
維
新

私
た
ち
の
声
が
生
き
る
政
治
へ

国
民
生
活
守
る
政
治
へ
転
換
を
！

　

原
発
あ
り
き
の
政
府
・
電

力
会
社
の
姿
勢
を
改
め
さ

せ
、
国
民
の
生
活
を
守
る
と

い
う
防
災
の
視
点
で
国
政
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
原
発
を
な
く
し
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る

社
会
へ
転
換
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

ま
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。
被

災
地
で
は
避
難
者
の
健
康
被

害
が
発
生
。
家
に
も
帰
れ
な

い
状
況
の
下
で
、
不
安
な
生

活
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

30
年
以
内
に
起
こ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
大

地
震
や
火
山
帯
の
活
発
化
な

ど
、
原
発
事
故
の
危
険
性
が

高
ま
っ
て
い
る
な
か
、
原
発

の
運
転
継
続
を
「
よ
い
と
思

わ
な
い
」
声
が
多
数
を
占
め

て
い
る
の
は
当
然
で
す
。

　

「
維
新
政
治
」
は
、
橋
下

氏
時
代
か
ら
、
住
民
の
暮
ら

し
に
関
わ
る
施
策
を
切
り
捨

て
、
関
西
財
界
奉
仕
の
大
規

模
開
発
や
規
制
緩
和
を
強
行

し
、
そ
の
露
払
い
と
し
て
労

　

私
た
ち
の
要
求
は
、「
主

権
者
国
民
の
声
が
生
き
る
政

治
」
と
「
住
民
自
治
」
で
あ

り
、
決
し
て
強
権
・
独
裁
政

治
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
3
年

前
の
堺
市
長
選
挙
、
ま
た
1

年
前
の
大
阪
市
「
住
民
投

票
」
を
経
て
、
暮
ら
し
を
守

り
、
住
民
自
治
を
求
め
る
様

働
者
・
労
働
組
合
の
権
利
を

侵
害
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
選
挙
で
勝
て
ば

何
で
も
ア
リ
」
の
強
権
・
独

裁
政
治
で
あ
り
、
安
倍
政
権

と
も
共
通
す
る
も
の
で
す
。

々
な
分
野
の
運
動
と
住
民
共

同
は
、
大
阪
で
も
「
安
倍
政

権
Ｎ
Ｏ
！
」
の
「
国
民
共

同
」
へ
と
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
労
働
者
の
立
場
か
ら

も
安
倍
政
権
と
お
お
さ
か
維

新
政
治
へ
の
明
確
な
痛
打
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
お
さ
か
維
新
の
会
は
、

こ
の
間
の
数
々
の
弊
害
と
暮

ら
し
破
壊
だ
け
で
な
く
、
安

倍
政
権
と
一
緒
に
憲
法
を
変

え
て
日
本
を
戦
争
す
る
国
に

し
よ
う
と
し
、
松
井
代
表

（
府
知
事
）
か
ら
は
日
本
の

存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の

大
阪
の
特
殊
性
を

軽
視
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

川内原発の運転継続 伊方原発の再稼働T
B
S
4
月
世
論
調
査
よ
り

よくない
55％よい

29％
よくない
56％よい

29％

願いが届く政治に！

核
武
装
を
容
認
す
る
発
言
ま

で
飛
び
出
し
て
い
ま
す
。
そ

の
実
態
は
安
倍
暴
走
政
治
の

補
完
勢
力
で
あ
り
、
改
革
を

装
っ
た
大
阪
で
の
や
り
た
い

放
題
か
ら
、
さ
ら
に
国
民
不

在
の
政
治
を
進
め
る
危
険
な


